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湾
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英 
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一 

 



 

 

三 

「
国
営
諫
早
湾
干
拓
事
業
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

平
成
九
年
六
月
十
八
日
付
け
質
問
主
意
書
に
対
す
る
政
府
の
答
弁
書
及
び
こ
れ
に
付
随
す
る
資
料
提
出
で
明
ら
か
に
な
っ
た

点
に
も
と
づ
き
、
改
め
て
、
以
下
の
質
問
を
行
う
。 

一 

生
態
系
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
関
連 

1 

平
成
九
年
六
月
十
八
日
提
出
の
質
問
主
意
書
の
中
で
、
諫
早
湾
を
含
む
有
明
海
全
体
の
底
生
生
物
及
び
魚
類
に
関
す
る

調
査
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
と
の
質
問
を
行
っ
た
の
に
対
し
、
平
成
九
年
七
月
二
十
二
日
付
け
政
府
答
弁
書
に
お
い 

て
、
政
府
は
、
九
州
大
学
、
農
林
水
産
省
西
海
区
水
産
研
究
所
な
ど
の
調
査
結
果
を
引
用
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
の
再
質
問
に
答
え
て
、
諫
早
湾
干
拓
事
務
所
が
平
成
六
年
八
月
二
十
日
～
同
二
十
三
日
の
間
に
実
施
し
た
調
査
結
果
と

し
て
全
有
明
海
干
潟
の
生
物
調
査
結
果
を
公
表
し
た
。
こ
の
よ
う
に
調
査
結
果
を
遅
れ
て
公
表
し
た
理
由
は
何
か
。 

2 

上
記
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
諫
早
湾
干
潟
は
、
生
物
の
種
類
で
は
、
八
つ
の
有
明
海
干
潟
の
中
で
最
下
位
、
一
平
方 

 

メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
生
物
の
現
存
量
も
八
番
目
で
、
上
位
に
あ
る
干
潟
の
約
五
分
の
二
な
い
し
半
分
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ

ら
の
調
査
結
果
は
、
民
間
の
専
門
家
の
調
査
及
び
一
般
的
な
認
識
に
著
し
く
反
す
る
結
果
で
あ
り
、
し
か
も
、
こ
の
調
査

は
有
明
海
全
体
の
広
大
な
干
潟
全
体
を
わ
ず
か
四
日
間
で
行
っ
た
と
あ
り
、
極
め
て
信
憑
性
に
疑
い
が
あ
る
。
一
体
こ
の 



 

4 

渡
鳥
の
移
動
に
つ
い
て
、
政
府
答
弁
書
で
は
、
事
前
に
調
査
し
て
実
際
に
こ
れ
を
確
認
し
た
の
で
は
な
く
、
根
拠
も
な

く
単
に
移
動
を
期
待
し
た
だ
け
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
結
局
、
事
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
と
い
う
の
で 

3 

農
水
省
が
現
在
捜
索
中
と
い
う
、
長
崎
南
部
総
合
開
発
計
画
に
か
か
わ
る
環
境
影
響
評
価
書
（
九
州
農
政
局
作
成
）
及

び
昭
和
五
十
二
年
三
月
作
成
（
環
境
編
）
、
昭
和
五
十
二
年
五
月
作
成
（
漁
業
編
）
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
作
成
（
漁
業 

 
 

編
2
）
の
「
諫
早
湾
淡
水
湖
造
成
に
伴
う
湾
外
漁
業
に
与
え
る
環
境
影
響
評
価
報
告
書
」
（
九
州
農
政
局
・
長
崎
南
部
総

合
開
発
調
査
事
務
所
作
成
）
に
よ
れ
ば
、
本
件
事
業
に
よ
る
諫
早
湾
干
潟
の
消
滅
に
よ
っ
て
、
諫
早
湾
外
の
有
明
海
の
漁

業
に
対
し
て
影
響
が
及
ぶ
と
い
う
結
論
が
書
か
れ
て
い
る
が
（
別
添
）
、
こ
の
結
論
と
本
件
環
境
影
響
評
価
書
の
「
諫
早 

 

湾
以
外
の
魚
類
等
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
。
」
と
い
う
結
論
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。 

「
南
総
計
画
」
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
本
件
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
一
体
の
も
の
で
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
本
件
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
結
論
の
根
拠
と
な
っ
た
の
は
ど
の
よ
う
な
調
査
（
調
査
者
、
そ
の
所
属
、
調
査
年
月
日
、
調
査
方
法
な
ど
）
に
基
づ

く
も
の
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

調
査
は
、
誰
が
（
調
査
者
の
名
前
、
所
属
、
経
歴
を
明
ら
か
に
す
る
）
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
っ
た
も
の
か
。
ま
た
、 

 
 

 

生
物
の
種
類
、
現
存
量
欄
の
具
体
的
な
詳
細
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

二 

調
整
池
の
水
質
関
連 

2 

農
水
省
の
平
成
九
年
十
月
二
十
九
日
発
表
の
水
質
に
関
す
る
報
告
の
中
で
、
調
整
池
の
Ｃ
Ｏ
Ｄ
等
の
数
値
は
環
境
影
響

評
価
の
目
標
値
（
平
成
十
二
年
目
標
）
に
近
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る
旨
の
記
述
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
最
近
に
な
っ

て
水
質
が
安
定
し
た
理
由
は
何
か
。
そ
こ
で
述
べ
て
い
る
三
項
目
の
水
質
保
全
対
策
と
因
果
関
係
が
あ
る
の
か
。
単
な
る 

1 

最
近
、
潮
受
堤
防
の
外
側
の
ア
サ
リ
漁
場
や
海
苔
養
殖
場
の
一
部
に
漁
獲
高
や
生
産
高
に
顕
著
な
低
下
が
見
ら
れ
、
本

件
調
整
池
の
排
水
と
の
因
果
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
事
実
を
認
識
し
て
い
る
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
農
水
省
、
環
境

庁
と
し
て
、
早
急
に
現
地
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
含
む
調
査
を
行
う
用
意
が
あ
る
か
。 

あ
る
が
、
も
し
、
近
い
将
来
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
、
渡
鳥
の
生
態
系
（
個
体
数
、
繁
殖
数
な
ど
）
に
取
り
返
し
の
つ

か
な
い
結
果
を
生
じ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
、
政
府
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
。
潮
を
入

れ
て
干
潟
の
再
生
を
図
る
可
能
性
は
あ
る
か
。
何
も
対
応
策
が
な
い
と
し
た
ら
、
締
め
切
っ
て
干
潟
と
生
き
物
と
鳥
類
を

死
滅
さ
せ
て
お
い
て
、
事
後
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
。 

ま
た
、
そ
の
場
合
、
日
本
政
府
と
し
て
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
や
い
わ
ゆ
る
二
国
間
の
渡
鳥
条
約
の
締
約
国
と
し
て
国
際

社
会
な
い
し
相
手
方
政
府
に
ど
の
よ
う
な
責
任
を
と
る
の
か
。 

五 

 



 

三 

防
災
関
連 

1 

長
崎
地
方
裁
判
所
に
係
属
中
の
い
わ
ゆ
る
「
自
然
の
権
利
裁
判
」
の
証
拠
調
手
続
に
お
い
て
、
現
地
干
拓
事
務
所
長 

 

が
、
①
排
水
効
果
に
つ
い
て
、
本
件
潮
受
堤
防
は
、
普
通
程
度
の
雨
に
対
す
る
自
然
排
水
す
な
わ
ち
「
常
時
排
水
対
策
」 

4 

農
水
省
は
調
整
池
の
淡
水
化
で
近
隣
の
塩
害
が
防
止
で
き
る
と
す
る
が
、
そ
の
効
果
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、

淡
水
化
に
よ
っ
て
干
拓
地
の
塩
抜
き
に
ど
の
程
度
の
効
果
が
あ
る
の
か
。
さ
ら
に
、
干
拓
地
の
造
成
ま
で
淡
水
化
し
な
い

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
塩
抜
き
の
た
め
に
余
分
に
か
か
る
費
用
は
い
く
ら
か
。 

3 

調
整
池
の
水
質
保
全
の
た
め
に
本
件
事
業
予
算
か
ら
ど
の
程
度
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
出
費
し
た
か
、
ま
た
、
今
後
ど

の
程
度
の
出
費
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。 

を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
平
成
九
年
五
月
や
同
年
七
月
の
よ
う
な
大
雨
に
対
す
る
排
水
効
果
を
予
想
す
る
も
の
で
は

な
く
、
大
雨
に
よ
る
低
地
の
湛
水
に
は
効
果
が
な
い
、
②
洪
水
対
策
に
関
し
、
本
件
潮
受
堤
防
の
洪
水
対
策
の
効
果
は
、

低
地
地
域
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
結
果
と
し
て
、
洪
水
対
策
に
関
し
、
本
件
潮
受
堤
防
の
洪
水
対
策
の
効
果
は
低 

季
節
的
要
因
（
農
閑
期
、
秋
の
少
雨
、
水
温
の
低
下
な
ど
）
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た 

 
 

い
。 

六 

 



 

4 

農
水
省
が
本
件
潮
受
堤
防
の
設
置
に
よ
り
防
災
効
果
（
排
水
、
洪
水
対
策
）
が
あ
っ
た
こ
と
の
根
拠
と
す
る
二
度
の
現

地
で
の
大
雨
（
平
成
九
年
五
月
、
同
年
七
月
）
に
よ
る
湛
水
被
害
に
関
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
い
つ
、
ど
の
地
域
に
、
ど
の
範 

3 

こ
れ
ま
で
の
大
雨
に
際
し
、
調
整
池
の
水
位
を
マ
イ
ナ
ス
一
メ
ー
ト
ル
に
保
と
う
と
し
て
も
、
外
潮
位
と
降
雨
の
程
度

の
関
係
で
水
位
が
保
て
ず
に
結
局
排
水
が
予
定
し
た
と
お
り
に
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
認
め
る
か
。
こ
れ

は
、
そ
も
そ
も
、
も
と
も
と
、
洪
水
流
量
と
高
潮
の
水
位
に
何
の
関
連
性
も
な
い
の
に
、
こ
れ
を
機
械
的
、
意
図
的
に
操

作
し
た
結
果
で
は
な
い
の
か
。
さ
ら
に
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
潮
受
堤
防
が
存
在
し
な
け
れ
ば
自
然
排
水
が
う
ま
く
い
っ

て
い
た
の
に
、
排
水
門
が
極
め
て
狭
隘
な
潮
受
堤
防
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
、
湛
水
被
害
を
惹
起
し
た
地
域
が
相
当
面
積

あ
る
事
実
は
認
め
る
か
。 

2 

潮
受
堤
防
の
洪
水
、
高
潮
対
策
の
効
果
に
つ
い
て
、
高
潮
と
洪
水
の
同
時
襲
来
を
想
定
し
た
防
災
効
果
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
防
災
効
果
は
、
本
明
川
上
流
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
付
近
ま
で
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。 

地
地
域
に
限
定
さ
れ
る
）
旨
の
証
言
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
場
の
現
職
の
最
高
責
任
者
の
裁
判
所
で
の
証
言
で
あ
る

か
ら
、
農
水
省
（
政
府
）
の
見
解
と
理
解
し
て
よ
い
か
。
あ
ら
た
め
て
、
①
、
②
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た 

 
 

 
い
。 

七 

 



 

5 

平
成
九
年
六
月
十
八
日
提
出
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
七
月
二
十
二
日
付
け
政
府
答
弁
書
に
よ
る
と
、
本
明
川
に
か
か

る
防
災
の
責
任
者
で
あ
る
建
設
大
臣
が
、
河
川
法
に
も
と
づ
く
「
工
事
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、
当
該
河
川
の
洪
水
、
高

潮
の
発
生
防
止
目
的
を
達
成
で
き
る
よ
う
策
定
し
て
い
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
潮
受
堤
防
は
防
災
に
不
必

要
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
と
理
解
し
て
よ
い
か
。
仮
に
そ
う
で
な
い
と
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
建
設
省
の
防
災
計
画

に
不
備
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
見
解
を
問
う
。 

囲
の
面
積
の
湛
水
被
害
が
見
ら
れ
た
か
、
現
地
か
ら
受
け
た
報
告
の
内
容
の
詳
細
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
さ
ら
に
、
そ

の
報
告
の
も
と
と
な
っ
た
報
告
者
（
名
前
、
所
属
）
、
調
査
者
（
名
前
、
所
属
）
、
調
査
日
、
調
査
時
間
帯
、
調
査
場 

 
 

 
 

 
所
、
観
察
方
法
な
ど
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
民
間
の
調
査
結
果
と
農
水
省
の
発
表
内
容
が

大
幅
に
食
い
違
っ
て
い
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
農
水
省
の
発
表
の
根
拠
を
問
う
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
あ
ら
た
め

て
明
確
な
回
答
を
求
め
る
。 

答
弁
書
で
は
、
潮
受
堤
防
の
高
潮
に
対
す
る
効
果
は
認
め
て
い
る
が
、
す
で
に
、
建
設
省
で
高
潮
対
策
を
講
じ
て
い
る

以
上
、
潮
受
堤
防
の
設
置
は
二
重
投
資
に
な
ら
な
い
か
。
ま
た
、
高
潮
対
策
に
関
し
、
建
設
省
と
農
水
省
で
事
前
協
議
を

行
っ
た
の
か
。
そ
の
際
の
協
議
の
内
容
を
、
協
議
の
過
程
で
作
成
さ
れ
た
文
書
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
説 

八 

 



 

9 

一
九
七
四
年
（
昭
和
四
十
九
年
）
三
月
策
定
の
長
崎
県
南
部
地
域
土
地
改
良
事
業
計
画
に
お
い
て
、
常
時
管
理
水
位
は 

8 

潮
受
堤
防
の
設
計
震
度
が
〇
・
〇
八
四
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
程
度
の
震
度
に
対
し
て
堤
防
は
耐
え
得
る
か
。
干
拓
地

が
地
震
に
弱
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
過
去
の
事
例
（
児
島
湾
や
八
郎
潟
の
ケ
ー
ス
）
を
承
知
し
て
い
る
か
。
そ
う
で
あ
る

と
す
る
と
、
な
ぜ
、
こ
と
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
低
い
設
計
震
度
を
設
定
し
た
の
か
。
高
潮
満
潮
時
に
地
震
で
高
潮
堤
防

が
決
壊
す
る
と
ど
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
す
る
か
。
そ
の
よ
う
な
最
悪
の
事
態
を
予
想
し
た
か
、
ま
た
、
そ
の
た
め
の
対

策
を
考
慮
し
た
か
。 

7 

新
干
拓
地
（
千
六
百
四
十
七
ｈ
ａ
）
の
う
ち
、
調
整
池
の
管
理
水
位
マ
イ
ナ
ス
一
メ
ー
ト
ル
以
下
に
な
る
土
地
の
面
積

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
前
提
に
、
設
置
さ
れ
る
予
定
の
中
央
排
水
機
場
の
ポ
ン
プ
の
排
水
能
力
（
四 

 
 

四
㎥
／
ｓ
）
で
は
一
時
間
あ
た
り
ど
の
位
の
降
雨
量
に
対
し
耐
え
ら
れ
る
か
そ
の
計
算
結
果
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

6 
有
明
海
沿
岸
に
お
け
る
高
潮
対
策
と
し
て
、
建
設
省
に
よ
り
、
広
く
海
岸
堤
防
（
高
潮
堤
防
）
、
防
潮
水
門
、
排
水
ポ

ン
プ
が
築
か
れ
て
い
る
が
、
有
明
海
の
最
新
の
海
岸
堤
防
は
ど
こ
に
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
工
法
で
建
設
さ
れ
た
か
。
ま

た
、
そ
の
際
の
コ
ス
ト
は
一
メ
ー
ト
ル
当
た
り
い
く
ら
で
あ
っ
た
か
。
工
事
費
の
費
用
負
担
割
合
を
示
さ
れ
た
い
。 

明
さ
れ
た
い
。 

九 

 



 

四 

農
業
関
連
問
題 

3 

農
水
省
は
、
将
来
の
食
糧
危
機
に
備
え
て
本
件
干
拓
事
業
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
が
、
他
方
で
2
の
よ
う
に
、
自
ら
巨

大
な
農
地
を
消
滅
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
矛
盾
す
る
政
策
に
つ
い
て
、
本
件
事
業
の
根
拠
法
で
あ
る
土
地
改
良
法
に

基
づ
く
同
法
施
行
令
二
条
一
号
で
は
、
事
業
の
必
要
性
に
つ
き
、
「
当
該
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
係
る
地
域
の
土
壌
、 

 

水
利
そ
の
他
の
自
然
的
、
社
会
的
及
び
経
済
的
環
境
上
、
農
業
の
生
産
性
の
向
上
、
農
業
総
生
産
の
増
大
、
農
業
生
産
の 

2 

こ
の
十
年
間
で
農
地
か
ら
宅
地
に
転
用
さ
れ
た
面
積
を
、
全
国
、
長
崎
県
、
関
係
の
市
町
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。
（
十
年
間
の
資
料
が
な
け
れ
ば
、
異
な
る
期
間
の
も
の
で
も
よ
い
。
） 

1 

戦
後
の
干
拓
事
業
に
か
か
る
干
拓
地
（
場
所
、
完
成
時
期
、
面
積
）
を
す
べ
て
挙
げ
よ
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い 

 
 

て
、
現
況
（
酪
農
地
、
水
田
、
畑
作
地
、
放
棄
地
、
転
用
地
の
そ
れ
ぞ
れ
の
面
積
）
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

Ｅ
Ｌ
（
―
）
〇
・
八
ｍ
と
な
っ
て
い
る
が
、
常
時
管
理
水
位
を
小
潮
平
均
干
潮
位
と
同
程
度
と
み
れ
ば
、
当
時
と
現
在
と

で
は
、
常
時
管
理
水
位
基
準
を
判
定
す
る
う
え
で
、
そ
の
判
断
環
境
が
ど
う
変
化
し
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

ま
た
、
現
時
点
で
、
Ｅ
Ｌ
（
―
）
〇
・
八
ｍ
の
常
時
管
理
水
位
と
し
た
場
合
の
デ
メ
リ
ッ
ト
（
例
え
ば
、
自
然
排
水
困

難
地
域
が
、
何
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
加
す
る
か
な
ど
）
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

一
〇 

 



 

五 

財
政
問
題 

1 

事
業
計
画
で
挙
げ
る
災
害
防
止
効
果
（
年
間
四
十
億
四
千
万
円
）
の
「
災
害
」
の
具
体
的
中
身
は
何
か
。
予
想
さ
れ
る

人
損
、
物
損
、
被
害
地
域
、
地
域
ご
と
の
具
体
的
な
被
害
内
容
な
ど
の
項
目
を
挙
げ
、
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。 

4 

前
記
施
行
令
二
条
四
号
で
は
、
受
益
者
農
家
の
負
担
能
力
内
の
要
件
と
し
て
、
投
資
額
と
収
益
額
を
比
較
し
て
十
分
に

農
業
経
営
が
成
り
立
つ
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
現
時
点
の
本
件
干
拓
地
に
お
け
る
各
営
農
モ
デ
ル
（
土
地
購
入

費
、
年
間
償
還
額
、
経
費
－
土
地
改
良
費
、
設
備
投
資
額
及
び
年
間
償
還
額
、
粗
収
入
）
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
中
海
干
拓
や
羊
角
湾
干
拓
地
に
関
す
る
営
農
モ
デ
ル
な
ど
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。 

選
択
的
拡
大
及
び
農
業
構
造
の
改
善
に
資
す
る
た
め
そ
の
事
業
を
必
要
と
す
る
」
こ
と
が
そ
の
要
件
と
な
っ
て
い
る
が
、

近
隣
の
優
良
農
地
の
宅
地
へ
の
転
用
を
認
め
ず
、
ま
た
、
現
在
の
放
棄
地
（
干
拓
地
の
相
当
面
積
が
放
棄
さ
れ
て
い 

 
る
。
）
を
有
効
に
利
用
す
れ
ば
、
本
件
事
業
に
よ
る
農
地
造
成
は
ま
っ
た
く
必
要
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
に
も
か
か 

 

わ
ら
ず
、
本
件
事
業
は
右
要
件
を
充
足
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
、
そ
の
積
極
的
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

以
上
の
結
果
、
現
在
も
将
来
と
も
収
支
が
合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
に
は
、
事
業
自
体
の
続
行
が
違
法

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
場
合
、
事
業
を
た
だ
ち
に
中
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

一
一 

 



 

5 

土
地
改
良
法
に
基
づ
く
同
法
施
行
令
二
条
三
号
で
は
、
経
済
性
の
要
件
を
挙
げ
、
投
資
効
率
を
当
該
土
地
改
良
事
業
か

ら
生
じ
る
効
用
（
農
作
物
純
収
益
額
＋
維
持
管
理
費
節
減
額
＋
営
農
労
力
節
減
額
）
を
｛
資
本
還
元
率
×
（
一
＋
建
設
利

息
費
）
｝
で
除
し
、
さ
ら
に
こ
れ
を
総
事
業
費
で
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
効
率
係
数
は
一
以
上
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
本
件
事
業
策
定
時
と
現
在
時
点
で
の
効
率
係
数
を
計
算
式
と
と
も
に
明
ら
か
に
せ
よ
。
投
資 

4 

完
成
ま
で
の
予
算
を
二
千
三
百
七
十
億
円
に
修
正
し
て
い
る
が
、
予
算
は
こ
れ
以
上
膨
張
す
る
こ
と
は
な
い
か
。
枠
を

は
め
る
こ
と
が
可
能
か
。
可
能
で
は
な
い
と
い
う
の
な
ら
、
潮
受
堤
防
建
設
で
二
・
七
倍
に
も
予
算
を
膨
ら
ま
せ
た
よ
う

に
予
算
と
し
て
の
意
味
を
な
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
現
在
の
技
術
的
経
済
的
要
素
を
考
慮
し
て
、
今
後
必
要
と
さ

れ
る
建
設
費
は
お
お
よ
そ
ど
の
程
度
と
見
込
ん
で
い
る
の
か
。 

3 

内
部
堤
防
建
設
を
含
む
「
開
畑
工
事
等
」
の
工
事
ご
と
の
当
初
の
細
目
（
内
堤
防
、
干
拓
地
造
成
費
、
排
水
機
場
、
建

設
道
路
な
ど
の
詳
細
）
の
予
算
と
、
完
成
時
点
で
の
同
予
算
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

2 

農
水
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
潮
受
堤
防
建
設
の
当
初
予
算
が
四
百
四
十
億
円
の
と
こ
ろ
が
、
完
成
時
で
千
百
九
十
億
円

と
約
二
・
七
倍
に
膨
ら
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
予
算
が
膨
張
し
た
理
由
を
工
事
内
容
、
工
法
の
変
更
、
追
加
な
ど
具
体

的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

一
二 

 



 

六 

国
際
条
約
関
係 

1 

本
件
事
業
に
係
る
ラ
ム
サ
ー
ル
事
務
局
に
対
す
る
日
本
政
府
の
英
文
報
告
書
の
中
で
、
①
本
件
干
拓
事
業
に
よ
っ
て
失

わ
れ
る
干
潟
は
、
諫
早
湾
に
重
要
な
地
域
（

S
U

B
S

T
A

N
C

IA
L
 

A
R

E
A

）
の
内
の
三
分
の
一
に
過
ぎ
ず
、 

6 

本
件
事
業
に
お
い
て
、
投
資
効
率
の
算
定
に
あ
た
っ
て
、
災
害
防
止
効
果
（
防
災
機
能
に
基
づ
く
）
と
い
う
外
部
経
済

的
な
要
素
を
重
視
し
て
い
る
（
そ
の
効
果
は
年
間
に
四
十
億
四
千
万
円
と
算
定
し
て
い
る
。
）
。
し
か
し
、
干
潟
を
喪
失 

 

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
干
潟
の
浄
化
作
用
、
漁
業
資
源
、
鳥
類
や
底
生
生
物
な
ど
の
環
境
資
源
、
干
潟
の
持
つ

観
光
資
源
な
ど
が
全
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
常
識
に
反
す
る
し
、
法
の
趣
旨
（
前
記
施
行
令
二
条
一
号
）
に
も

反
す
る
の
で
は
な
い
か
。
あ
え
て
、
こ
れ
ら
の
外
部
不
経
済
を
無
視
し
た
理
由
は
何
か
。
仮
に
、
こ
の
よ
う
な
や
り
方
が

政
府
の
決
め
た
こ
と
（
農
業
農
村
整
備
計
画
作
成
便
覧
第
四
版
）
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
の
よ
う
な

方
法
を
変
更
す
る
こ
と
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

効
率
が
法
定
基
準
か
ら
大
幅
に
下
回
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
に
は
、
事
業
の
続
行
自
体
に
社
会
的
、
経
済
的
意
味
が
失

わ
れ
、
な
お
も
こ
れ
を
続
行
す
る
こ
と
は
違
法
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
違
法
と
な
る
場
合
に
は
、
即
刻
事
業
を
中
止
す

べ
き
で
は
な
い
か
。 

一
三 

 



 

七 

干
潟
の
賢
明
な
利
用
に
つ
い
て 

1 

す
で
に
佐
賀
県
の
干
拓
事
業
は
熊
本
県
羊
角
湾
干
拓
に
続
い
て
中
止
の
方
向
に
な
っ
た
が
、
諫
早
で
も
防
災
効
果
（
洪

水
、
常
時
排
水
対
策
）
を
発
揮
し
な
い
こ
と
、
か
え
っ
て
、
上
流
ダ
ム
と
低
地
の
排
水
ポ
ン
プ
の
効
果
的
な
設
置
で
こ
れ

ら
の
防
災
対
策
は
十
分
に
可
能
な
こ
と
、
ま
た
、
高
潮
被
害
に
対
し
て
、
他
の
有
明
海
沿
岸
で
行
わ
れ
て
い
る
の
と
同
様

の
海
岸
堤
防
で
比
較
的
安
価
に
対
応
で
き
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
造
成
農
地
に
つ
い
て
も
収
支
が
合
わ
ず
多
く
の
入
植
者
が 

2 

こ
れ
ま
で
の
政
府
の
答
弁
に
よ
る
と
、
本
件
事
業
に
伴
う
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
際
し
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
や
世
界
遺

産
条
約
自
体
、
お
よ
び
、
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
か
か
る
諸
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
全
く
考
慮
し
た
跡
が

な
い
。
こ
の
よ
う
な
政
府
の
政
策
は
、
各
条
約
締
結
国
と
し
て
の
責
任
を
放
棄
し
た
も
の
と
い
え
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
全
く
無
視
し
て
よ
い
と
い
う
国
際
法
上
、
な
い
し
国
内
法
上
の
根
拠
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
述
べ
よ
。 

そ
の
他
の
地
域
に
は
手
を
つ
け
な
い
、
②
潮
受
堤
防
の
前
面
の
有
明
海
で
捕
獲
さ
れ
る
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
の
数
は
増
え
て
い 

る
、
③
有
明
海
の
佐
賀
県
側
の
既
存
堤
防
の
前
面
で
は
、
毎
年
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
干
潟
の
成
長
が
あ
る
と
の
報
告
が
な

さ
れ
て
い
る
、
と
の
報
告
が
そ
れ
ぞ
れ
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
報
告
内
容
は
す
べ
て
真
実
か
。
ま
た
、
真
実
だ
と
す

る
と
、
こ
れ
ら
の
報
告
の
根
拠
と
な
っ
た
資
料
を
す
べ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

一
四 

 



 

4 

当
初
予
定
の
干
拓
地
の
面
積
を
大
幅
に
縮
小
し
て
、
い
わ
ゆ
る
地
先
干
拓
と
し
て
一
定
の
干
拓
農
地
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
干
潟
も
相
当
部
分
を
残
し
、
干
拓
地
の
農
業
用
水
も
調
整
池
か
ら
で
は
な
く
別
途
こ
れ
を
確
保
し
て
、
潮
受
堤
防 

3 

民
間
の
研
究
で
、
潮
を
入
れ
た
場
合
で
も
、
農
水
省
が
水
門
を
開
け
な
い
理
由
に
挙
げ
て
い
る
ガ
タ
の
巻
上
や
ミ
オ
筋

へ
の
土
砂
の
堆
積
を
回
避
す
る
方
法
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
農
水
省
と
し
て
、
こ
の
民
間
の
研
究
方
法
に
異
論

が
あ
れ
ば
、
そ
の
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
諫
早
干
拓
事
業
の
継
続
に
よ
っ
て
、
水
質
保
全
の
た
め
に
民
間
に
余
分

な
負
担
を
強
い
た
り
、
予
算
措
置
を
講
じ
た
り
す
る
よ
り
も
、
こ
の
よ
う
な
賢
明
な
方
法
を
民
間
と
共
同
で
検
討
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
見
解
を
求
め
る
。 

2 

排
水
門
の
操
作
を
天
候
の
変
化
を
事
前
に
予
知
し
な
が
ら
適
切
に
行
い
、
排
水
対
策
や
高
潮
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
水

質
浄
化
の
た
め
に
と
り
あ
え
ず
潮
を
入
れ
る
こ
と
を
検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

望
め
な
い
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
な
状
況
に
な
っ
た
時
に
、
政
府
と
し
て
本
件
事
業
を
中
止
す
る
べ
き
で
あ
る
が
、

そ
の
事
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
土
地
改
良
法
に
基
づ
く
事
業
を
中
止
す
る
こ
と
が
法
的
に
困
難
な
理
由
は
あ
る
か
。
ま

た
、
そ
の
中
止
し
た
例
は
存
在
す
る
か
。
中
止
し
た
場
合
に
ど
の
よ
う
な
点
が
問
題
と
な
る
か
、
具
体
的
に
列
記
さ
れ
た

い
。 

一
五 

 



 

          

右
質
問
す
る
。 

を
全
面
開
放
す
る
と
い
う
よ
う
に
現
在
の
事
業
内
容
の
変
更
を
す
る
こ
と
は
、
土
地
改
良
法
の
枠
内
で
可
能
か
。
こ
の
よ

う
に
事
業
内
容
の
変
更
を
行
う
に
伴
っ
て
生
じ
る
問
題
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
は
ど
う
い
う
事
柄
か
。 
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